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移植免疫反応抑制法には ①Methotrexate(MTX), ④Endoxan(EX), ④山羊抗マウスリンパ球
血凍 (GAMLP)を用いた｡
Aljaxマウス270匹を Recipientとし, これの背部皮膚を一部除去して, ここに C57BL マウスの腹部
皮膚を金屑移植した｡
MTX, EX, GAMLPは共に移植と同時に腹腔内注射により投与を開始し, 移植片脱落までつづけた｡







2) EX群 1回の投与量で12.5mg/Kg/24hrsと25mg/Kg/24hrsの問に限界点があり, 投与量が限界
点を越えるといちぢるしいリンパ球の減少がリンパ組織におこり, 限界点以下ではリンパ球の減少は軽度
である｡ 移植片の生者もそれに応 じて限界点以上の投与量では動物は生者 した移植片を持 ちな が ら死亡










1 つには異種血寒に対する抗体の出現のためと考える. 他の 1つには抗リンパ球抗体耐性のリンパ球群の
出現によるものであろうと考える｡






や抗リンパ球血清のごとき処置によって, それぞれその態度を異にするものである｡ 代謝桔抗 剤 で ある
methotrexate ではリンパ組織内のリンパ球の減少は比較的軽度であるが形質細胞の減少は著明である｡
また AlkylatingAgentである Endoxanではリンパ球の減少の方が著明で Reticulumcel の増生が
強いのが特長である｡ 一方抗 リンパ球血兼を使用した場合は幼弱型の形質細胞の著しい増殖がおこり, リ
ンパ球の方は最初は減少しているが, 三週間目頃より増加し始める｡ このように使用する薬剤や抗血清の
作用機序の差異がリンパ組織像の変化に反映し, ひいては Rejectionの抑制効果に直結していることを明
らかにしたものである｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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